
大草谷津田いきものの里 自然観察会 

トンボ博士になれるかな 

萩 將勝（千葉市） 

日    時：2018 年５月 20 日（日）10:30～12:00  天候：晴れ 

参 加 者：43 名（大人 23 名  子ども 20 名） 

担当指導員：木下 順次  萩 將勝 

2 日前の暑さが嘘みたいな、今日の天気。快晴ですが、気温が低い。虫の動きが心配な中 

“トンボ博士になれるかな”の観察会が実施されました。 

今回の参加人数は、43名と多く初めての方が大半でした。挨拶をして観察会での注意事項、 

トンボの日本・世界での種類数を話し、さあ出発です。木陰に入ると涼しいどころかチョット寒い

感じがするくらいです。直ぐにお子さんが地面を這っているザトウムシを見つけて、“あ、クモだ”、

森の掃除屋さんシデムシ、まだドングリを付けたままのコナラの実生、乾いた地面にアリジゴク

等々を観察しながら谷津田に。その時、前を歩いていた人より、ちょっと変わったトンボが取れた

との報告、駆け寄って見ると、ヤマサナエ。 みんなで観察し、いよいよ採集場所に到着です。 

採集の仕方、網からの取り出し方、トンボの持ち方、足場が悪いので十分注意するよう、特に

小さいお子さんをお連れの親御さんにお願いし、採集開始です。トンボ、バッタを取る人、オタ

マジャクシ、ザリガニをすくう人、まだしっぽの残った子ガエルを追っかける人、親子そろって虫

を追っかけ、採った虫については応援の観察指導員を含めて説明、そんな中ショウブの花を見

つけ見てもらう。“えっ、ショウブってこんな花！”、葉っぱの匂いを嗅いで“いい匂い！”。採集を

楽しんだ後、全員集まってトンボの解説です。40 人もいると集まってもらうのも大変です。 

朝、下見の時採集したシオヤトンボ、シオカラトンボを使ってその見分け方、雌雄の相違点を

説明し、この採集時に採れなかったニホンカワトンボも観察。前日採集した、イトトンボ、シオカラ

トンボ、オニヤンマ等のヤゴを観察、その形の違い、特徴、生息場所を説明しました。 

また昨日田植えをしていた人からいただいたウマビルも観察。とても綺麗なヒルで人には害が

なくペットにする人もいるとの事、簡単に触れる人、触れない人、人色々です。       

最後にクイズ形式で、日本で一番大きいトンボは？小さいトンボは？トンボの止まり方の違い

は？トンボの食べ物は？答えていただきながら説明し、本日捕まえた虫たちを放して観察会を

終了しました。 

皆さんに感想を伺ったところ、日常何気な

く思っていた事にも新しい発見がありとても面

白かった。子供たちは一応に“楽しかった” 

 本日応援に来ていただいた指導員の方々

には、本当にありがとうございました。 

本日確認できたトンボは、ヤマサナエ、

シオカラトンボ、シオヤトンボ、ニホン 

カワトンボでした。 


